
介護保険といえば朝日生命
～人生100年時代、お客様の“生きる”を支え続ける会社に～
介護に関する環境認識

超高齢社会の進展により、団塊世代が75歳以上の後期高齢者となる2025年には、65歳以上の5人に1人（約840
万人）が要支援・要介護認定者、3人に1人（約1,362万人）が認知症患者と推定され、介護・認知症はより身近な問
題として一層深刻化していきます。「人生100年時代」を見据えた持続可能な社会の実現には「公的介護保険制度」が必
要不可欠ですが、財政やサービスの提供面での持続性が喫緊の課題となっています。こうしたなか、自助による備
えの必要性を啓発していくことは、当社が果たすべき責任であると考えています。

要支援2から一時金をお支払い！

（注） 詳細は、「商品パンフレット」「ご提案書（契約概要）」をご確認ください。

健康に不安を抱えている方でも
加入しやすい！

インターネットで加入手続き
契約者と被保険者を別人に指定可能！

公的介護保険制度に完全連動し
年金と一時金で介護をサポート！

介護の中でも負担の大きい
認知症を手厚く保障！

「あんしん介護」シリーズの5つの特長
•「要支援2」以上に認定で一時金をお支払い！
•お支払いは公的介護保険制度に完全連動！
•軽度認知障害（MCI）を含め認知症を手厚く保障！

•「要介護1」以上に認定でその後の保険料はいただきません！
•一生涯の保障をご準備できます！
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■朝日生命の介護・認知症保険のラインナップ

あんしん介護の開発

社会環境が変化するなかで多くの方が介護に対して不安を抱えており、介護の備えに対するニーズは高まってい
ます。
朝日生命は「人生100年時代」の介護への“不安”を“あんしん”に変えるべく、2012年に「あんしん介護」を発売し、
以降、「あんしん介護」シリーズとして充実したラインナップを提供してきました。「あんしん介護」シリーズのお支払
いは公的介護保険制度と連動し、要支援２から要介護状態・認知症まで幅広く保障します。
今後も朝日生命は「お客様の“生きる”を支え続ける会社」として、お客様に“あんしん”をお届けする介護・認知症保
険の開発に取り組んでいきます。

介護保険普及への取組み

「2021（令和3）年度生命保険に関する全国実態調査」（生命保険文化センター）によると、医療保険の世帯加入率が
約93％に対し、介護保険は約16％、認知症保険は約6％と加入率が低位にとどまっています。このことから、「民間
介護保険の普及は当社の社会的使命」との認識のもと、介護・認知症保険の提供を通じて世の中の意識を高め、自助
による備えの必要性を啓発していくことで、SDGsの目標3「すべての人に健康と福祉を」の実現に努めています。

朝日生命の介護保険
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社外からの評価

2013年にあんしん介護が「グッドデザイン賞」を受賞。シンプル
でわかりやすい商品内容などが評価され保険商品として初めて受
賞しました。さらに、「2023年	オリコン顧客満足度®調査」におい
て、あんしん介護・あんしん介護	認知症保険が「介護保険商品」「認
知症保険商品」ランキングで2年連続2冠を獲得しています。

販売件数実績　95万件を突破しました！
2012年に発売した「あんしん介護」をはじめとする介護・認知症
保険の累計販売件数が95万件を突破しました。
「民間介護保険の普及は当社の社会的使命」と考え、「介護保険とい
えば朝日生命」という存在感の発揮に向け、継続的に取り組んでき
ました。
引き続き、介護・認知症分野において、当社独自の商品やサービ
スを提供していくことで、人生100年時代のお客様の自助努力を支
え、健康長寿社会の課題解決に貢献していきたいと考えています。

お客様サービスの一例
■ご家族あんしんパック
「ご家族あんしんパック」は、契約者が意思表示できなくなった場合に、契約者代理人が契約
者に代わり「住所変更」や「積立金引出し」「払込保険料の変更」等の手続きができる「保険契約者
代理特約」に加えて、「ご契約内容ご家族説明制度」、指定代理請求人が保険金・給付金を請求す
ることができる「指定代理請求特約」の3つをセットにしたものです。

■介護・認知症予防サービス
2020年4月より軽度認知障害（MCI）・認知症の早期発見・早期予防に役立つサービスを提供し
ています。
医師監修の10個の設問に答えるだけで簡単に認知機能のリスク度がわかるリスクチェックや楽
しく認知症予防に取り組める脳トレアプリなどを提供しています。
各種サービスは「あさひマイアプリ」より、どなたでもご利用いただけます。

認知症バリアフリーへの取組み
日本認知症官民協議会が推進する「認知症バリアフリー宣言の試行事業」に賛同するとともに、生命保険事業活動
そのものを通じて、認知症バリアフリー社会の実現など健康長寿社会における課題解決に取り組んでいます。
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認知症サポーターの養成

厚生労働省が推進する「認知症サポーターキャラバン※」事業に賛同し、当社従業員を対象に
「認知症サポーター」を養成する取組みを推進しています。
2016年度からは、新たに入社する営業職員を対象に各支社で実施する入社初期教育のカリ
キュラムにおいて、認知症サポーター養成講座の受講を組み込んでいます。
その結果、約1万7000名の全役職員が認知症サポーターに認定されており、養成率は
2022年9月末在籍者で100％となっています（休職者等を除く）。
この取組みを通じて、「ご高齢者が安心して暮らせる社会づくりへの貢献」に尽力していきます。

※	認知症に関する正しい知識習得を通じて、認知症の人やご家族をサポートし、地域社会の誰もが暮らしやすい社会づくりに貢献することを目指す取
組み。
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